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『ア ン トニー とクレオパ トラ』は、男性が 中心 とな るこ との多い シ ェ

イ クス ピア悲劇 に は珍 し く、 ク レオパ トラ とい う女性 が大 役 を担 う

芝 居で あ る。 ク レオパ トラは ア ン トニ ー とと もに主 役 をつ とめ、 ア

ン トニ ー亡 き後 の 第5幕 は1人 で 芝居 を牽 引 し、彼 女 の死 で この 悲

劇 は終 わ る。 喜 劇 も含 めて シ ェイ クス ピ ア劇 に は肉感的 な女 性 が そ

れ ほ ど登場 しな い こ とを考 え る と1、 官 能 性 と機 知 を兼 ね 備 え た ク

レオパ トラが 主役 をつ とめ る『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』は特 異 な

作 品 で あ る。

ク レオパ トラの性格 造形 は批 評 家や 読者 、 観客 か らしば しば独 創

的か つ魅 力 的 だ として称 賛 されて きた が2、 シ ェイ クス ピア は こ う

した ク レオ パ トラ像 を一 か ら自分 の 手で 作 り出 した わ けで は な い。

ク レオ パ トラは ヨー ロ ッパ の文 芸 にお いて伝 統 的 に人気 の あ る題 材

で あ った。 シ ェイ クス ピ ア描 くとこ ろの ク レオパ トラは、 古代 か ら

イ ギ リス ・ルネ サ ンス の先行 作 品 に登場 す るク レオパ トラたち とい

か な る共 通点 を有 し、また いか な る点 で異 なって い るの で あろ うか。

本 論考 にお いて はイ ギ リス ・ルネ サ ンス の時代 に影響 力 の あった 作

品 群 に登 場す るク レオパ トラ像 とシ ェイ クス ピアが描 い た ク レオパ

トラを比 較 す る こ とを通 して、 『ア ン トニー とク レオパ トラ』が 「ク

レオパ トラ文学 」とも言 え るよ うな ヨー ロ ッパ の 長 い伝統 の中 に ど

の よう に位 置づ け るこ とが で き るのか を検討 した い。

1こ の点 について は河 合28-30

も参 照。

2Coleridge,vo1.2,143;

Hazlitt 228;SWinburne 188-89;

Bloom546な どを 参 照.

3シ ェ イ クス ピ ア が 利 用 した 種

本 全 般 につ い て はBullough,ch.

2;Muir,ShakesPeare's Sources

201-18;Muir,The Sources of

ShakesPeare's Plays 220-37;

Spevack; Dickey, Ch.10--11,and

Farnham, ch.4を 参 照 。

1.イ ギ リス ・ルネサ ンス以前の ク レオパ トラ像

1-1.古 代 の ク レオパ トラ

シ ェイ クス ピアが『ア ン トニ ー とクレオパ トラ』の種本 とした の は

主 に古代 の文 献 で あ った が3、M・L・ ウ ィ リア ム ソ ンが 指摘 して

い るよ うに、古代 の文献 の 多 くは ク レオ パ トラの物 語 を政 治 史 の枠

組 みで と らえ、恋愛 の要素 を描か なか った(19)。 ローマ の詩 人 に とっ

て、 オ クテ ー ヴィ アス ・シー ザ ーが ク レオパ トラを打ち負 か した 紀

元 前31年 の 出来 事 は まだ 「伝 説 」に はな っ てい な い生 々 しい過 去 で

あ り、 ク レオパ トラは恋愛 詩 の ヒロイ ンで はな くあ くまで もロー マ
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4Aeneid8.688.イ ギ リス ・ルネ

サ ンスにおけるウェル ギリウス受

容 に関 してはTudeau-Claytonも

参照 。

5ShakesPeare's OVid,Being

Arthur Golding's Translation of

the Metamorphoses 929-31.史 実

に関 す る種 本 としてで はな く、 恋

愛 詩 としてオウィディウスが 『アン

トニー とクレオパ トラ」に与 えた影

響 につ いてはBateが 指 摘 してい

る(204-13)。 この点 につ いては

Hulse,ch.4も 参照 。

6シ ェイクスピア とル ーカーヌス

に関 してはHadfieldも 参 照 。 な

お、本 論 文 におけ る日本 語 訳 は

全 て拙 訳で ある。

7『 アントニー とクレオパ トラ」の

種本 としての"Cleopatra Ode"に

ついてはWestbrookを 参 照。

8こ の詩 の政 治 性 に関 しては

Commager84を 参照。

9シ ェイクスピァ とプル タル コ

ス につ いて はGreen第2章 及 び

Wyndhamも 参 照 。 アッピァノス

と「アン トニー とクレオパ トラ」に

つ いてはMacCallum 648-52及

びSchanzerの"Three Notes on

'Antony and Cleopatra'"も 参照 。

10An Auncient Historie and

Exquisite Chronicles of the

Romanes Warres 310.

11The Famous and MemorableWorks of Josephus

,a Man of Much

Honour and Learning among theJ

ewes 386.

の政 敵 だ った。

ル ネ サ ンスの基 礎 教養 だ った ラテ ン語 の詩 にお いて ク レオ パ トラ

の役柄 は小 さい。 ウ ェルギ リウス の『アエ ネー イ ス』4や、オ ウ ィデ ィ

ウス の 『変 身物 語』5では、 クレオパ トラはエ ジ プ ト女 王 と して 数 行

言 及 され るの みで 、 固有 名 す ら登 場 しな い 。1627年 に トマス ・メ

イの英 訳 が発 表 され たル ーカ ー ヌス の 『フ ァル サ リア』6では、 ク レ

オ パ トラは 「エ ジ プ トの面 汚 し、 ロー マ の邪 悪 な怒 り、 イ タ リア の

恥辱 とな る まで に不貞 」(10.70-1)、 「弟 の ベ ッ ドを楽 しむだ けで も、

またエ ジ プ トの王 冠 を楽 しむ ことで も満足 しな い 」(10.161-2)と 描

写 され、 近親 相 姦 に耽 る野心 的 な女性 として 批判 され る。

こ う した 中で 例 外的 なの は ホ ラーテ ィウス 『歌 章 』第1巻 第37歌 、

通 称"C1eopatra Ode"で あ る7。 この作 品 は ク レオパ トラ とい う固 有

名 を出 さず、 政 治 を主 題 とす る点 にお いて は他 の詩人 の詩 と共 通 し

て い るが8、 オ クテ ー ヴ ィアス とク レオパ トラの戦 い を多 様 な 角度

か ら描 き出 して い る点 に特徴 が あ る。 ホ ラー テ ィウ ス は クレオパ ト

ラを ロー マ に刃 向か う 「破 滅 を もた らす怪 物 」(21)と 呼 ぶ 一 方、 そ

の セ ク シ ュア リテ ィに つ いて は"monstrum"と い う言 葉 で暖 昧 に暗

示 す るのみ で明示 的な批 判 は避 け、オ クテー ヴィ アス の ロー マ凱 旋

に捕虜 と して 引 かれ て い くの を拒 んで 潔 く自殺 す る様 子 を 「卑 しか

らぬ 女」(32)と 称 え る。 この よ うな複 数 の視 点 の混 在 は、 ク レオパ

トラに対 す る登 場 人物 の称 賛 と非 難 が交 錯 す る 『ア ン トニー と クレ

オ パ トラ』を思 い起 こ させ る。

詩 が ア ン トニー とク レオ パ トラの 関係 を ほ とん ど取 り上 げて いな

か ったた め、史実 に関 して シェイ クス ピアは歴 史書 を頼 るほか なかっ

た。 基本 的 な種 本 は トマス ・ノースが フ ランス語 か ら英 訳 した プル

タ ル コス の 『英雄 伝』で あ り、 この他 に1578年 に 出た ア ッ ピア ノス

の 『内乱 記 』の英 訳 と、1602年 に トマス ・ロ ッジ に よ る英 訳 が 出 た

フ ラウ ィウス ・ヨセ フスの『ユダヤ古 代誌 』も参 照 した と考 え られ る9。

これ ら歴 史 書 の多 くはク レオパ トラの性 的堕 落 や残 虐性 を厳 し く

批 判 して い る。 『内乱記 』で は、 若者 の よ うに恋 に狂 った ア ン トニー

が 「神への尊敬 も払 わず、クレオパ トラが して ほ しが る ことを全 てや っ

た 」10と、 クレオ パ トラが ア ン トニ ー に与 え た悪 影 響 が 言及 され て

い る。 ユ ダヤ人 の歴 史 を主題 と して いた ヨセ フス は ロー マ よ りもむ

しろユ ダ ヤ の強 力 な仮想 敵 として ク レオパ トラを描 き、 「当時最 も

著 名 で高 貴 な女 」11であ るが、 「生来 強欲 な傾 向が あ るが ゆ え に、 い

かな る種類 の堕落 した行 い も悪行 も慎 む こ とはな か った 」(388)と 、

弟妹 殺 しや ユ ダヤ の領 土 に対す る野 心 に言及 す る。 ユ ダ ヤ の王 ヘ ロ

デ を誘惑 す るなどの醜聞 にも触れ 、アン トニー との関係 につ いて も「も

し何 か の きっか けや必然 によ って ク レオ パ トラの友 誼 が試 され ざ る

を得 な い よ うな状況 になれ ば、疑 い な く彼 女 は[ア ン トニ ー を]見 捨
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て るだ ろ う」(389)と 、純粋 に利 益 のた めの ものだ った と記 して い る。

シェイ クス ピアは ヘ ロデ誘 惑 の挿話 な どは取 り入れ て い ないが 、 こ

れ はお そ ら く後述 す るよ うな 中世 の恋物 語 の影響 に よ り、 シ ェイ ク

ス ピアが ア ン トニ ー とク レオパ トラの愛 を強調 しよ う として いた た

めだ と考 え られ る。

シ ェイ クス ピアが主 な種本 と した ノー ス訳 の プル タ ル コスに お い

て は、 ク レオパ トラに対 す る批判 は多少 和 らげ られ て い る。 ク レオ

パ トラは 「高 貴 な血 筋 と権 力 に お いて 、 その 時代 で は アル サ ケ ス を

除 いて他 の全 ての王 に抜 きんで る女王」12であ り、彼女 との結婚 に よっ

て ア ン トニ ー は 「さ らにず っ と偉大 な存在 に なった 」(120)が 、一方

で2人 の関係 はオ ンフ ァレ とヘ ラク レス に喩 え られ(319)、 ア ン トニー

が クレオパ トラに操 られ て い る こ とが 暗示 され る。 この よ うに プル

タル コス はア ン トニー とク レオパ トラの関 係 を批 判 一辺 倒 で はな く

両義 的 な もの として 描 いて お り、他 の文 献 に比 べ てエ ピ ソー ドも豊

富で あ るた め、 シ ェイ クス ピア に とって は利 用 しや すか っ た と思 わ

れ る。

一方 で 「ア ン トニ ウス伝」と題 され て いる ことか らもわか る ように、

プル タル コス の著 作 の主題 は他 の 歴史 書 と同様 、 ア ン トニ ウスの政

治 生活 で あ って恋 で はな い。 シ ェイ クス ピ アは恋愛 悲劇 を執 筆 す る

にあた っ て、 クレオパ トラの役 柄 に大 きな変更 を加 えた。 プル タル

コスの ク レオパ トラは ひ たす らア ン トニー に阿 るばか りだが(38)、

シ ェイ クス ピアの ク レオパ トラは わ ざ とア ン トニ ーに冷 た くす るな

ど演 技 を駆 使 して相 手 の気 を惹 く13。 「美 にお い て も年 の 若 さ に お

いて もオ クテ ー ヴィ アに勝 る こ とはな い」(79)プ ル タル コス の ク レ

オパ トラに対 して、 シ ェイ クス ピアの ク レオパ トラはオ クテ ー ヴ ィ

ア よ りも美 しい と2度 に亘 って ほ の めか され る(II.vi.122-31;III.

iii.11-41)。 この た め相 対 的 にオ クテ ー ヴ ィアの役 柄 は小 さ くな り、

オ クテ ー ヴィア ス を嘆 願 で動 か す ほ ど雄 弁 で、2人 の娘 の母 で もあ

る プル タ ル コス の オ ク テー ヴィ ア は(282)、 『ア ン トニ ー と ク レオ

パ トラ』で は子 供が な く(III.xiii.106-9)、 「冷た く、口数が少 ない」(II.

vi.122-3)女 性 にな って い る。 こ う した 変更 は、 フ ィ ッツが 指摘 す

るよ うにシ ェイ ク ス ピアが プル タル コス よ りもは るか にク レオパ ト

ラの 人物 像 に興 味 を抱 き(195)、 その役 柄 を大 き くしよ う と して い

た こ とを示 す ものだ と言 え る。

古代 の文 学 に お いて、批 判 の度 合 い は異 な るにせ よ、 ク レオパ ト

ラ は多 かれ 少 なか れ否 定 的 に描 か れ てい た。 ホ ラーテ ィ ウス の よ う

に恋 愛 を離 れ た政 治的 文脈 で ク レオパ トラを評価 す る詩 人 や、 プル

タル コスの よ うにア ン トニー とク レオパ トラの 関係 に複 雑 な色合 い

を与 え た歴 史家 もい るが、全 体 と して は アン トニー とク レオパ トラ

の結 びつ きは ロー マに刃 向か う姦 通 と して政 治的 観 点か ら非難 され

12Plutarch's Lives,vol.6,120.

プルタル コスの引用 は 全 て1899

年 に出 版 され た トマス ・ノースに

よる英訳 のリプリントによる。

13Antony and Cleopatra(以 下

AC),1.iii.3-5.シ ェイクスピアの

引用 は全 て リヴァー サイド版 第2

版 による。
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14De Mulieribus Claris 88

360.『 名 婦 列 伝Jの 引用 は全 て

Virginia Brown編 のFamous

Womenに よる。

て い る。

こう した古 代 の種本 に比べ て、 シ ェイ クス ピア はは る か に クレオ

パ トラの役柄 を大 き く し、美化 して い る。 この よ うな ク レオパ トラ

の性 格造形 にお け る変 更 の うち、 シ ェイ クス ピア が独 自 に施 した も

の は どの程 度 で あ り、 また古代 以 降 に起 こった ク レオパ トラ像 の変

化 に起 因 す る ものは どの程度 を 占め るので あ ろ うか。 この 点 を見 極

め るに は、 中世 以 降の ク レオパ トラ像 の変遷 を も見 てい く必 要 が あ

る と考 え られ る。

1-2.中 世 ・ル ネサ ンスの ク レオパ トラ

中世後 期 か らルネ サ ンスの 文芸 にお いて、 アン トニ ー とク レオ パ

トラは一転 して恋物 語 の登場人物 とな る。古代 の文 学 の中心 的な テー

マで あ った政 治性 は薄 め られ 、批判 の 対象 とな るにせ よ、称 賛 され

るにせ よ、恋人 としての クレオパ トラに焦点が あて られ るようにな る。

イ タ リア ・ルネ サ ンスの ク レオパ トラ文学 の特徴 は、過 度 な愛 に

よって 滅 びた女 と して戒 め の意 図 を もって ク レオパ トラを描 いて い

る点で あ る。 ダ ンテの 『神 曲』で は、 ク レオパ トラは愛欲 者 が落 とさ

れ る地獄 の第 二 圏で罰 せ られ る(地 獄 編V.63)。 ペ トラル カ の 『幸 と

不幸 の治療 』(De Remediis Utriusque Fortunae)第2巻19番 「無 情 な妻

につ い て」("De Importuna Uxore")で は、 トロイ のヘ レネや パ イ ド

ラー と並 んで姦通 の妻 の代表 として クレオパ トラが挙 げ られ る。ボ ッ

カチ オ も こう した描 き方 を踏 襲 しつ つ、 ク レオ パ トラの野 心 と性 的

堕 落 を強調 した古代 の文 学 に近 い表 現 も取 り入 れ て い る。 ボ ッカチ

オ の 『名婦 列伝 』(De Mulieribus Claris)第88章 の主 人 公 は ク レオ パ

トラで あ るが 、彼 女 は 「この よ うな祖先 と美 しい顔 以 外 に、 彼 女 を

輝 かせ る栄光 の しる しはほ とん ど全 くな く、反 対 に強 欲 と残 忍 と贅

沢 で世界 中 に名 を馳せ た」14暴君 で あ り、性 的 に も 「あた か も東 方 の

王 た ちの娼 婦 の よ う」(364)に 堕 落 して いた 。 ボ ッカ チ オ は ク レオ

パ トラの死 に関 して二 つの説 を紹介 して お り、 一つ め は クレオパ ト

ラが毒 蛇 を用 いて 自殺 す る とい う人 口に膾炙 した説 で あ るが 、二 つ

めは アン トニ ー との感情 の もつ れの末 に毒殺 され る とい う説 で あ る。

ボ ッカチオ は二 つ めの説 を紹 介 す る こ とによ り、 ク レオパ トラの 死

を決 然 た る 自殺 で はな く、男 女 の痴 情 の もつ れ に よ るス キ ャン ダ ラ

ス な殺人 に還 元 し、 ク レオパ トラを否 定 的 に描 き出 そ うと して い る

と言 え る。M・ ヘ イ マー は、 この作 品 の 目的 は 「異 教 の 昔 か ら個 々

の女た ちの人 生 を集 めた著作 をものす こ とに よ り『(他者 とい う)女 性』

を刻 みつ け ること」(30)だ と指摘 して いるが、残 虐 な行 為 に手 を染 め、

愛 欲 の末 に 自 らも殺 人 の被 害者 とな る異 教徒 ク レオパ トラ は、他 の

章で取 り上げ られ る忍耐強 いキ リス ト教徒 の女 たち とは対 照的で あ る。

一方
、イギ リスの詩人 の態度 はイ タ リアの文士 た ち とは少 々異 な る。

」
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チ ョーサ ー の 『善 女物 語』(The Legend of Good Women)第1歌 は 「エ ジ

プ ト女 王 た る殉 教者 ク レオパ トラの 物語 」で あ り、 ク レオパ トラを

愛 に殉 じた美女 として描 き出す15。 ク レオパ トラはア ン トニー の「妻 」
"wif"(615)で16

、姦 通 で はな く2人 は正 式 に結婚 して お り、 その間

柄 は利益 のた めクレオパ トラが アン トニー を誘 惑 したので はな く、「激

情 」(599)に よって燃 え上 が る相 互的 な愛 で あ る。 「全 裸 で」(696)毒

蛇 の も とに向か うク レオパ トラは性 的 な存在 で はあ るが 、 そのセ ク

シュ ア リテ ィ は娼 婦 の もので は な く夫 に殉 ず る妻 の もの であ り、彼

女 は 「自 らの愛 に これ ほ ど忠 実 で あっ た女 は い なか った とよ くわ か

るだ ろ う」(694-5)と 語 っ て死 ぬ。

この詩 は愛 の賛 歌の よ うに見 え るもの の、 チ ョーサ ー は最後 の部

分 で 「これ ほ ど忠実 に して 堅 固で 、愛 の た め に惜 しげ もな く死 を選

ぶ 者 を見 つ け る前 に、神 よ、 我 々 の 頭 が痛 まな い よ う に して くだ

さい ます よ う!」(703-5)と 、 称 賛 と ともに驚 き呆 れ る感 情 を もほの

め か す17。 この よ うな複 数 の視 点 の共 存 は ク レオパ トラを徹底 して

否定 的 に描 い たイ タ リア ・ルネ サ ンス の著作 とは異 な り、道徳 的 判

断 が は っき り示 され な い構 造 はシ ェ イ クス ピアの 『ア ン トニー とク

レオパ トラ』に近 い と言 え る。

中世 以 降 の イ ギ リス の 文 筆 家 た ち は、 お お む ね チ ョー サ ー の描

き方 を踏 襲 した18。 ジ ョン ・ガ ワー はチ ョーサ ー と同様19、 ク レオ

パ トラ を愛 の た め蛇 穴 に入 って 自殺 す る 「いた ま しき女 王 」(VIII.

2572)と して描 い た。 ジ ョン ・リ ドゲイ トは、 それ ぞれ別 の詩 で ア

ン トニ ー の ク レオパ トラに対 す る愛 と(Temple of Glas 778-9)、 ク レ

オパ トラのア ン トニー に対 する愛 を描 写 して お り(Minor Poems,Part I,

"A Valentine to Her that Exc
elleth All"60)、2人 を愛 し合 う悲劇 的

な カ ップル と して とらえて いた 。詩 で はな いが、 『内乱記 』の英 訳 版

に補 遺 と して収 め られて い る、 ポ ンペ イの死 以降 の 欠落部 分 を扱 っ

た 「ア レ クサ ン ドリ アの ア ッ ピ ア ノス に続 けて 」"Continuation of

Appian of Alexandria"に お いて もク レオパ トラは ア ン トニー の 「妻 」

(395)と して死 ぬ覚 悟 につ いて 独 白 してか ら死 ん でゆ く。

古代 におい て は政 治 史の ひ とこ まで あ った ア ン トニ ー とク レオパ

トラの物語 は、 イ タ リア ・ルネ サ ンス に おいて は過 度 の愛 を戒 め る

教訓 物 語 とな り、 中世 以降 のイ ギ リス にお いて は非難 の 色合 い が薄

れ て愛 の悲劇 と見 な され るよ うに なっ た。 この 変化 の過程 は、 ク レ

オパ トラの物 語 か ら政 治 性 が薄 れて い く過程 で もあ る。 ボ ッカ チオ

に お いて は無能 な暴 君 と して ク レオパ トラを政 治的 に批判 す る要 素

が あ ったが、 チ ョーサ ーの よ うに ク レオパ トラを愛 の殉教 者 と して

称 え る物 語 か らは政 治性 は払 拭 され て い る。 ヒ ューズ=ハ レ ッ トが

指 摘 してい る よう に、 この時 期 の ク レオパ トラは 「良 き女 に な る も

の の 、 自 らの命 で 評判 を回復 す るた め のつ け を払 わ ね ばな らない 」

15チ ョー サー の引用 は全て リ

ヴァー サイド版 第3版 による。 な

お、 チ ョー サ ー が 『ア ン トニ ー

とクレオパ トラ」に与え た影 響 に

関 して はSchanzerの"'Antony

and Cleopatra'and 'The Legend

of Good Women'"を 、 シ ェイ ク

ス ピア と『善 女 物語 」に関 して は

Thompson第3章 を参照。

16中 英 語 の"wif"は 「妻 」以

外 に 「女 」とい う意 味 が あるが 、

チョー サー の恋 愛 詩に現 代英 語

の訳 注 を付 したアンソロジー-Love

Visions及 び日本 語訳 『善女物 語」

は「妻 」という解釈 をとっている。

17こ うしたチョーサー の表現 を

根 拠 にこの作 品 は純然 た る諷刺

詩 であるとす るGoddardの ような

批 評家 もいる。 こうした見 解へ の

反 論 として は、Robinson482及

びHughes-Hallett148を 参照 。

18ガ ワー及 びリドゲイトの 『アン

トニ ーとクレオパ トラ」への影響 に

関 してはHamiltonを 参照 。

19Confession Amantis,547の

Macaulayの 注 釈 及 びTatolock

99を 参 照 。 ガ ワー の引 用 は 全

てThe Complete Works of John

Gower, vol.3に よる。なお、解釈

にあたって は日本 語 訳 『恋 す る男

の告解 」も参照 した。
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20メ ア リ・シ ドニ ー によるガ

ル ニエの 英 訳 はThe Tragedie of

Antonte,Antonius,The Ceuntess

of Pembroke's Antonieな ど様 々な

名 称で 呼ば れているが、 本論 文

にお いて はHannay,Kinnamon

and Brennan編 のSelected Works

of Mary Sidney Herbert, Countess

of Pembrokeに 倣 って 「アン トニウ

ス」と表 記す る。た だし劇 中 にお

ける呼称 としてはおおむね 「アント

ニ ー」が用 い られて いるため、 主

人 公の 名 としては 「アントニー」を

用い る。 以 下シドニ ーの引用 は全

てこの版 による。

21ダ ニエル がメア リ・シ ドニ ー

か ら受 けた影響 に関 してはRees,

Samuel Daniel第3章 を、 ダ

ニ エ ル の種 本 につ い てはRees,

"Samuel Daniel's 'Cleopatra'and

Two French Plays"を 参照 。

22執 筆 年 代 及 び 当時 の 知 名

度 に つ いて はElizabeth Cary,

The Tragedy of Mariam,The Fair

Queen of Jewry with The Lady

Falkland: Her Lifeに収 録 されて

いる、 編者 のWellerとFerguson

によるIntroduction5-6を 参 照 。

「メアリアム」の引用 は全 てこの版

による。

23「 ア ン トニ ウス 」の シ ェイ

ク ス ピア に 対 す る影 響 に 関 し

て はSchanzer,'"Antony and

Cleopatra"and The Countess

Pembroke's "Antonius"'及 び

Brower346を 、 ダニ エルが シェ

イクス ピアに与 えた影 響 について

はNormanやSeronsy及 びCraig

272を 、 ブランドンとシェイクス ピ

アの類 似 について はChambers,

vol.1,478を 参 照。 「メア リアム」

と「アントニ ーとクレオパ トラ」のど

ち らが先 に執 筆され たかははっき

りしないが、Brashearは 「メアリア

ム」が先 に執 筆され 、シェイクスピ

アが「オセロー」及 び「アントニー と

クレオパ トラ」を書 く前 にこの作 品

を読 んで いた と推定 している。

(168)。 詩人 た ちは ク レオパ トラを古代 に作 られ た悪 女像 か ら救 い

出 して文 芸 の主題 として美化 す るた め、 政治 家 と して の側 面 を無 視

し、 ア ン トニ ー に殉 死 す る貞 淑 な「妻 」として 描 き出 す とい う戦 略 を

とって いた。

2.イ ギ リス ・ルネサンスのク レオパ トラた ち

演 劇 が興 隆 した イ ギ リス ・ルネサ ンス にお いて 、 ク レオパ トラ は

しば しば悲 劇 に取 り上 げ られ た。 『ア ン トニ ー と ク レオ パ トラ』は

1606-7年 頃 に書か れ た とい う説が 有力 だ が(Neill 22)、 それ 以前 に

多 くの ク レオパ トラ劇 が 執筆 されて い る。 こう した作 品 の嗜 矢 と言

え るの が、 ロベ ー ル ・ガ ルニ エ が1578年 に発 表 した フ ラ ンス 語 の

戯 曲 『マル ク ・ア ン トワー ヌ』をメ ア リ ・シ ドニー が 英 訳 し、1592

年 に出 版 した 『ア ン トニ ウス』で あ る20。 この作 品 の影 響 を受 け、 サ

ミュエル ・ダニ エ ル は英語 に よる最初 の ク レオ パ トラ劇 『ク レオパ

トラ』を1594年 に執 筆 した21。 この後 、 サ ミュエ ル ・ブ ラン ドン が

1598年 にオ クテ ー ヴィアを ヒロイン とす る『淑徳 の誉 れ高 きオ クテ ー

ヴィ ア』(以下 『オ クテ ー ヴ ィア』)を上梓 し、1603年 か ら1609年 の

間頃 にはエ リザ ベ ス ・ケ ア リが 『麗 しきユ ダ ヤ の女 王 メ ア リアム の

悲劇 』(以下 『メ ア リアム』)を書 いて い る。 この作 品 は一 度 も上演 さ

れず 、 『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』よ り後 の1613年 に 出版 され た

が 、原 稿 の状 態で 様 々 な読 者 に読 まれ て いた と考 え られ る22。 シ ェ

イ クス ピア は こ うした作 品群 か ら影 響 を受 けて いた と考 え られ る一

方23、1607年 にダニ エルが 『ク レオパ トラ』を改 訂 した際 には逆 に『ア

ン トニー とク レオ パ トラ』を参 照 した と推 測 され て い る(Rees,"An

Elizabethan Eyewitness of Antony and Cleopatra?")。 先行作 品群 と『ア

ン トニ ー とク レオパ トラ』の間 にはい かな る共通 点 が あ り、また シ ェ

イ クス ピ アの ク レオ パ トラはいか な る点 に おい て独 自性 があ る と言

え るのか 。本 節 で は と くに ク レオ パ トラの気 ま ぐれ な性 格 、 ア ン ト

ニー とク レオ パ トラの家庭 生 活、 クレオパ トラの政 治性 とい う三 つ

の要素 に着 目 し、 それぞ れの作 品 の比較 を通 して シェ イ クス ピアの

ク レオパ トラ像 をいか に位 置づ け るべ きか 考察 す る。

2-1.気 ま ぐれ な美 女

イ ギ リス ・ルネサ ンスの ク レオパ トラ劇 に共 通 して い るの は 、 ク

レオパ トラを極 めて 美 しい女 性 として 描 い て い る こ とで あ る。 オ ク

テ ー ヴィア の美 を ク レオパ トラよ り上 に置 くプル タル コスの 記述 の

な ご りはイ ギ リス ・ル ネサ ンス にお い て は ほぼ 影 を潜 め る。 『ア ン

トニ ー とク レオパ トラ』でイ ノバ ーバ スが ク レオパ トラの美 を称 え

イギ リス ・ルネサンスにおける 「クレオパ トラ文 学」(北 村紗衣)



る修 辞 を こ ら した一 場 ほ どで はな いが(II.ii.190-239)、 他 の作 品 で

も クレオパ トラの美 は詩 人 の腕 の見 せ所 で あ る。 ガ ルニ エ作 、 シ ド

ニ ー訳 の 『ア ン トニ ウス』の クレオパ トラ(以 下 「ガ ルニ エ=シ ドニ ー

の ク レオパ トラ」と表記)は 「天 の妖 精 」(II.728)と 呼 ばれ 、美 貌 と才

気 を称 賛 され る(II.719;II.727-32)。 ダニ エルの ク レオ パ トラは「栄

光 あ る貴婦 人 に して強 き女 王 」24であ り、 ア ン トニ ー死後 の意 気 消

沈 した姿で す ら ドラベ ッラを魅 了 す るほ ど美 しい。ブ ラン ドン作 『オ

クテ ー ヴ ィア』で も、 クレオパ トラ は「その美 が男 の精神 を あま りに

も圧 倒 して しま う よ うな」25「天使 の ご とき女王」(III.1229)で あ る。

『メ ア リアム』で は
、 ク レオ パ トラは死後 もな お東方 の美 しい女 王 と

して ヒ ロイ ンの メ ア リアム と妖 を競 う存 在 で あ る26。

ク レオパ トラの美貌 は しば しば厄 災 の元 と して描 かれ る。 ガ ルニ

エ=シ ドニ ーの ク レオパ トラは 「あ ま りに麗 しい我 がか ん ばせ のせ

いで 私の 境遇 は惨 めにな って しまっ た」(II.437)と 自 らの 美 を呪 い、

ダニ エ ル の ク レオパ トラも美貌 が何 の 役 に も立 た ない と嘆 く(IIII.

1081-9)。 女 が 自 らの美 を不 幸 の源 として呪 う台詞 はイ ギ リス ・ル

ネ サ ンス演 劇 に しば しば登 場 す るに もか か わ らず27、 『ア ン トニ ー

とク レオパ トラ』には こ う した場 面 は な い。

ヒロイ ンが 自 らの美 を呪 うモ チ ー フを シ ェイ クス ピアが採用 しな

か った の は、 ク レオ パ トラを よ り自信 に満 ちた女 性像 と して描 くた

め で あった と推定 で きる。先 行作 で は しば しば ク レオパ トラが 自 ら

の過 ちを後悔 す る様 子が 描 かれ る。 ガ ルニ エ=シ ドニ ーの ク レオパ

トラはア クテ ィァムで 「恥ず べ き逃 亡 」(II.443)を した 自 らを非 難 し、

無 謀 な戦 闘 を試 み て失敗 した の は 自分 の責任 だ と語 り(459)、 誤 報

を流 して ア ン トニ ー を死 なせ た こ とを悔 い る(V.1810-41)。 ダニエ

ル の ク レオパ トラ も 「へ つ らい に よっ て 自分 が 自分 で な いな ど と説

得 され て しま うほ どに、 私 は 自 らの弱 さ を覆 い隠 して いた もの なの

か?」(I.35-6)と 告 白す る。一方で シェイ クス ピアの クレオパ トラは、

ア ク テ ィアムの海 戦 につ いて は イ ノバ ーバ ス に問 うて 自 らに責 任 が

な い こ とを確 認 し(III.xiii.1-13)、 ア ン トニー の 自殺 につ い て もほ

とん ど反 省 の色 を見せ な い。

シェイ クス ピアの ク レオパ トラは他 作 品 の ヒロイ ン達 に比べ て後

悔 や 逡巡 の感情 をそれ ほ ど表 さず 、 よ り気 ま ぐれ さが強 調 され て い

る。 この気 ま ぐれ さの表 現 にあ た って 特徴 的 なの は、 シ ェイ クス ピ

ア が先行 す るク レオパ トラ劇 か らク レオパ トラ以外 の登場 人 物 の行

動 を抜 き出 し、 自作 にお いて ク レオ パ トラの もの として い るので は

な いか と思 われ る点 で あ る。

『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』には 、嫉 妬か らオ クテー ヴ ィアの こ

とを事細 か に尋ね るク レオパ トラに対 して、 使者 が その容 姿 を こ と

さ ら不 器 量 に報 告 す る場 面 が あ るが(III.iii)、 ブ ラン ドンにお いて

24Cleopatra,V.i.1376 .ダ ニ

エ ル の 引 用 は 全 てThe　 Complete

Works in Verse and Preseに よる。

25The Virtuous Octavia

(Oxford:Malone Society
,

1909),III.1330.ブ ラ ン ドンの 引

用 は 全 て この版 に よる 。

26こ の 点 に関 して はWeller

and Ferguson,Introduction 41

の 注 解 も参 照 。 またGutierrez

は、 ケアリはクレオパ トラを描 くに

あたってダニエルの『クレオパ トラ』

に対 抗 しようとしていたと分析す る

(233)。

27シ ェイクス ピア のEdward

III,II.i.229-30や 、Thomas

Middleton,Women Beware

Women,II.ii.423な どに同様 のモ

チーフがある。

イギリス ・ルネサンスにお ける 「クレオパ トラ文学」(北 村紗衣)



28Schanzer,The Problem Plays

of Shakespeare183.問 題 劇 の定

義 に関 しては同6ペ ージも参 照。

、

もオ クテ ー ヴィア に味方 す る ロー マの女 性 ユ リア とカ ミラが ク レオ

パ トラの容 姿 を気 に し、 それ に対 して ゲ ミナ スが エ ジ プ ト女性 の 美

は ロ ーマ 女性 に は及 ば な い と女 た ち に 阿 る場 面 が あ る(Octavia,V.

1933-50)。 こ こで ゲ ミナ ス を質 問 攻 め にす るの はオ クテ ー ヴ ィア

自身 で はな いが、 恋敵 の容 姿 を気 に して使 者 を質 問攻 めに す る女 と

それ に阿 る使 者 とい うモ チー フ は同様 で あ る。 シ ェ イ クス ピ アが ど

の程 度 ブ ラン ドンか ら影響 を受 けてい たか は はっ き りして い ないが 、

この類 似 が意 図的で あ る とす る と、 シ ェイ クス ピア は ロー マの貴 婦

人 とク レオパ トラが 同 じよ うな状況 にお いて 同 じよ うな振 る舞 い を

す る様子 を描 くこ とに よ り、 エ ジ プ トで あ って もロー マで あ って も

変 わ らぬ女性 の嫉 妬 心 をやや 皮 肉 な調子 で 暗示 して い る とも考 え ら

れ る。

『メ ア リア ム』に登場 す るメ ア リア ムの 夫 ヘ ロ デの 振 る舞 い に も、

シ ェイ クス ピ アの ク レオパ トラを思 わせ る とこ ろが あ る。 メ ア リア

ムの不 貞 を疑 った ヘ ロデ は妻 の処刑 を命 じるが す ぐに後 悔 し、 その

死 を知 らせ る使者 が 自らの ところにや って くる と、使者 を無視 して 「な

ん と?我 が メ ア リアム は生 きて い るのか?喜 ば しい、大 変喜 ば しい」

(V.i.13)と 言 い、 「お願 いだ か ら死 んだ とか い う よ うな話 はす るな」

(V.i.17)と 哀 願 す る。 『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』に おい て は、 ア

ン トニ ーの結 婚 を知 らせ るため送 られ て きた使 者 に対 して ク レオパ

トラが 「ア ン トニ ーが 死 ん だ!悪 党 め、 も し そん な こ とを言 った ら

お前 は女 主人 を殺 す こ とに な る」(II.v.26-7)と わ ざ と早合 点 して使

者 を 殴 るな どの大騒 動 を演 じる。 この二 つ の場面 は、 主君 が使 者 を

勝 手 に遮 って騒 ぐとい う同 じ構 造 に なっ て お り、 ヘ ロデ もク レオ パ

トラも ともに気 ま ぐれ さが原 因 で配 偶 者 を死 なせ て しま う人物 で あ

る。 シ ェイ クス ピア はオ リエ ン トの王 に典 型 的 とされ る気 ま ぐれ さ

を描 くに あた って、 『メア リア ム』の ヘ ロ デの振 る舞 い を よ り派 手 な

形 に脚色 し、ク レオパ トラの もの と したので はないか とも考 え られ る。

ク レオパ トラの気 ま ぐれ さは批 判 の 対 象 に も な る もの で あ るが 、

その あか らさ まな発露 は 自らの女 性 と して の魅 力 を高 め るた め の意

図 的 な もの で もあ り(I.iii.6-10)、 また 強 い権 力 を 持 つ女 王 だ か ら

こ そ許 され る もの で もあ る。 シ ェイ クス ピア は先 行 作 品か らク レオ

パ トラの悔 悟 の要 素 を 薄 め、 一 方 で様 々 な表 現 を借 りて きて気 ま

ぐれ さ を強 調 す る こ とに よ り、見 方 に よ って は身 勝 手 で もあ るが 、

開 き直 っ た強 さ と魅 力 を有 して い る とも とれ る独 特 の女 性像 を作 り

上 げた。 この ように複 数 の見 方が 可能 な ヒロイ ンの性 格 造形 は、『ア

ン トニ ー とク レオパ トラ』が観 客 が態 度 を決 めか ね るよ うな複 雑 な

モ ラル の問題 を提 示 す る 「問題劇 」28と見 な され る一 因 にな って い る

と考 え られ る。
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2-2.愛 と家庭

イ ギ リス ・ル ネサ ンス の ク レオパ トラ劇の 主 な主 題 は恋 で あ り、

ク レオパ トラは 多 くの 作 品で 情 熱 的 な恋 人 として描 か れ る。 『ア ン

トニ ー とク レオパ トラ』に お いて 、 ア ン トニーが エ ジ プ トを去 る時

には離 れ た くな い と言 って相 手 を困 らせ(I.iii.13-101)、 側 に い な

い時 は恋 しが り(I.v.)、 再 婚 には嫉 妬 し(II.v.57-106;III.iii.)、 最

後 の場 面で はア ン トニー の名 を呼 び つつ 死 んで い くク レオパ トラは

(V.ii.312)、 政 略 の ため にオ クテ ー ヴ ィアス に取 り入 るな ど して ア

ン トニ ー を翻弄 す る もの の、 結局 は ア ン トニ ー に強 い愛 を注 ぐ女 性

で あ る。

主 役 の2人 が 正 式 に結婚 してお らず(II.ii,122)、 子供 へ の言 及 も

少 ない 『ア ン トニー とク レオパ トラ』に比べ て、先 行 す る ク レオパ ト

ラ劇 で は家 庭 的 な夫 婦 愛が 強 調 され る傾 向が あ る。 と りわ け 『ア ン

トニ ウス』に は一 種 の家 庭 悲劇 と して の色彩 が あ り、 この作 品 の ク

レオ パ トラは 妻 と して の愛 と母 と して の愛 の 間 で 引 き裂 か れ て い

る。 ガル ニ エ=シ ドニ ーの ク レオ パ トラ は 「愛 しの 夫」(V.1830)ア

ン トニ ー を想 う妻 で、 第2幕 で は夫 が死 ぬ な ら後 を追 う と半狂 乱 に

なっ て チ ャー ミオ ンに なだ め られ 、 ア ン トニー の死後 も 「あ なた の

妻 、 あな たの友 」(V.1973)だ と宣 言 す る。一方 で ク レオパ トラは子

を持 つ 母で もあ り、 ア ン トニ ー の死 に あた って 妻 の役割 と母 の役割

を天 秤 にか け るこ とを迫 られ るが 、 ク レオパ トラの心 は最終 的 に は

夫 に傾 いて い く。 ク レオパ トラは「ご子 息 方の ため に生 きるので す」

とチ ャー ミオ ンに請 わ れて 「いえ、子 供 のお父様 の ため に死 ぬの」(II.

562)と 答 え、再 びチ ャー ミオ ンに 「冷 た いお母様 です ね!」とな じら

れて 「優 しい妻 なの 」(II.563)と 返 す 。第5幕 の 自殺 の場 で は、 ユー

フ ロンか ら子 供達 を守 るため 自殺 を思い とどまる よう説得 され るが 、

ク レオパ トラ は結 局 、 ア ン トニ ー を破滅 させ た こ とへ の後 悔 を示 し

て死 を選 ぶ。 この結末 は クレオパ トラを忠実 な妻 と して描 き出す こ

とで哀 れ を誘 う一方 、母 として の責任 を放 棄 した 女 として価 値 を切

り下 げ て もい る とい う点 に おい て ア ン ビヴ ァレ ン トで あ る。 『ア ン

トニ ウス 』にお い て、 熱烈 な愛 は母 としての役 割 と妻 と して の役 割

を不調 和 に陥 らせ る悲 劇 の原 因で あ り、 クレオ パ トラは良 き妻で は

あ った が、 良 き母 に はな れな か った女性 で あ る。

ダニ エ ル の ク レオパ トラ も「ア ン トニー の も とに我 が魂 を 自 ら運

ぶ」(V.1187)た め に 自殺 す る忠 実 な妻 だが 、『ク レオパ トラ』にお い

て焦点 が あ て られて い るの は妻 と して よ りもむ しろ母 と して の役割

で あ る。 この作 品の 特徴 は子 供 へ の言及 が多 い こ とで 、 と りわ けク

レオパ トラの息子 シザ ー リオ を殺 したオ クテー ヴィ アス は劇 中で厳

し く批 判 され る。 シザ ー リオ は台詞 の上 で しか登場 しな いが、 臣下

の ロ ドン に よ る とク レオパ トラ は 「この貴 重 な宝 石、 私 が持つ 最 高
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の もの 、私 が一 番 大事 に して い る我 が魂 の宝 」た る息 子 を オ クテ ー

ヴ ィ アス か ら守 るた めイ ン ドへ 逃 が そ う と した(IIII.870-81)。 子

の身 を慮 るク レオパ トラの態 度 は母 として の愛 と女 王 と して の政 治

的配慮 に満 ちた ものだ が 、努 力 も空 し くシザ ー リオ はオ クテー ヴ ィ

アス に殺 され る。『リチ ャー ド3世 』で 幼 い王子暗 殺 を打診 され たバ ッ

キ ンガ ムの 逡巡 や(IV.ii.12-26)、 『ジ ョ ン王 』にお け る追 い込 まれ

た アーサ ーの 死 な どに見 られ る よ うに(IV.iii.)、 子供 の殺 害 は エ リ

ザ ベス朝 の演劇 において残 虐行 為 の代表 と見 な され る もの であ った 。

『ク レオ パ トラ』で も、「神 は無 垢 の子 の恨 み を 晴 ら して くれ る」(IIII.

1062)と 、聖 書 に お けるヘ ロ デの嬰 児 殺 しが シザ ー リオ の 死 に重 ね

られ、オ クテーヴ ィアス は「血 まみれの手 で他 の氏族 の継承 を断 ち切 っ

た」(IIII.1029-30)と 非 難 さ れ る。 『ク レオパ トラ』にお い て、 ダ ニ

エ ル は子 供 を逃 が そ うと した クレオ パ トラの親 心 を強 調 し、 それ を

阻 ん だオ クテー ヴ ィアス に批判 の 目を向 ける こ とに よ り、 ク レオパ

トラが悪 しき母 として価 値切 り下 げ にあ う こ とを避 け よ う として い

る と考 え られ る。 『アン トニ ウス』とは異 な り、 ダニ エ ル の ク レオパ

トラは忠実 な妻 で あ る と同 時 に愛情 深 い母 で もあ る。

先 行 作品 には この よ うに母 として の ク レオ パ トラが描 か れ て い る

に もかかわ らず、シ ェイ クス ピア は母 子 の関係 を ほ とん ど描か なか っ

た。 『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』の ク レオ パ トラは多 産 で 、 ジ ュ リ

ア ス ・シー ザー との 間 には シーザ リオ ンが 、 ア ン トニ ー との間 に も

数 人 の子 供 が い るが(III.vi.5-8)、 舞 台 に は登 場 しな い。 ク レオパ

トラが子供 に言及 す るの はエ ジ プ トの統 治 に関連 した 話題 にお いて

の み で あ る。 ク レオパ トラは ア ン トニ ーへ の 愛 を誓 う際、 も し自分

が ア ン トニ ー を愛 さ な くな る よ うな こ とが あれ ば 自分 も 「わが 腹 の

記 念」"the memory of my womb"た る子供 もエ ジ プ ト とと もに滅 び

るが よい と誓 い(III.xiii.159-67)、 ア ン トニ ー に頼 んで シ ーザ リオ

ンを王位 につ け るが(III.vi.12-15)、 『ア ン トニ ウス』や 『ク レオ パ ト

ラ』に あ るよ うな母子 の関係 に焦 点 を あて た台 詞 は ない。

シ ェイ クス ピア におい て母 と して の ク レオパ トラが 描 かれ て い な

いの は、 政治 と恋 愛 とい うこの劇 の二 つ の軸 に観客 の注意 を引 きっ

け るた めだ と考 え られ る。 『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』の政 治 的主

題 はエジ プ トとロー マの関 係で あ り、 子供 たち はエ ジ プ トの継 承 と

い う政 治劇 の枠 組 みの 中で のみ 言及 され る。 一方 で 家庭 にお け る子

供 の存在 を前面 に 出 さない描 き方 は、 前述 した よ うな ク レオパ トラ

の気 ま ぐれ さ ともあい まっ て、 この作 品 の も う一 つ の主 題 で あ るア

ン トニ ー とクレオパ トラの関係 を家庭 的な 夫婦 愛 で はな く別 離 と再

会 を繰 り返 す恋人 同士 の激 し く不 安 定 な愛 と して提 示 す る。 家庭 的

な側 面 を切 り捨 て る ことに よって 男女 の激 しい愛 を強 調 す る とい う

表 現 は、 マ クベ ス夫人 が夫 の た めな ら自 らの乳 が胆 汁 に変 わ っ て も
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よ い と祈 り(I.v.47-48)、 母 で あ るこ とをや めて で も夫 へ の愛 を貫

こ う とす る『マ クベ ス』とも共 通 す る手法 で あ る。 ク レオパ トラは恋

人 の死 後 に母 と して の側面 を よ うや く見 せ る。 アン トニー の 自殺 の

後 、 ク レオパ トラは 息子 へ の王位 継承 をオ ク テー ヴ ィアス に嘆願 す

る(V.ii.18-9)。 自殺 の直 前、 ク レオ パ トラは 「私の胸 の赤 ち ゃんが

見 え ない の?」(V.ii.309)と 、蛇 を赤 ん坊 に見 立 て、胸 を噛 ませ る様

子 を授乳 に喩 え る。 『ア ン トニ ー とク レオ パ トラ』におい て は、最 後

の場 面 で初 めて 母親 として の ク レオパ トラの 身体 が可 視化 され 、激

しい愛 の結末 としての死 と生殖 が結 び つ け られ る よ うな表 現 で舞 台

が しめ く くられ るよ うにな って い る。

2-3.政 治 家 と して の ク レオ パ トラ

ア ン トニー とク レオパ トラの物 語 はエ ジ プ トとロー マの関 係 を め

ぐる物 語で あ るが 、 中世 と同様 、 イ ギ リス ・ル ネサ ンスの ク レオパ

トラ劇 は政 治家 としての クレオパ トラを描 くにあたって消極的 であ る。

『アン トニ ウス』は その顕著 な例 で あ り、クレオパ トラはオ クテー ヴ ィ

ア スの ロー マ凱旋 が 自 らに及 ぼす影 響 に関 してユ ー フ ロン との会 話

で わず か に ほ のめ か す 以外(V.1852-3)、 エ ジ プ トの 政情 に は ほ と

ん ど言 及 しな い。 彼 女が 自殺 す るの は純 粋 に愛 の た めで あ る。 シ ェ

イ クス ピアの ク レオパ トラが ローマ凱旋 を飾 る「エ ジプ トの操 り人 形」

(AC,V.ii.208)に され る こ とを拒 み 、 ア ン トニ ーへ の愛 の た めだ け

で は な く政 治 的 な恥辱 を避 け るため に 自殺 す る こ とを考 え る と、ガ

ル ニエ=シ ドニ ー の ク レオ パ トラは は るか に政治 性が 薄 く、 愛情 深

い妻 とい う面が 強 調 されて い る。

ダニ エ ル の 『ク レオ パ トラ』は 『ア ン トニ ウス』よ りも政 治 色 が 濃

い。 前述 した よ うに妻 と して の愛 と母 と して の愛 が齟齬 を きた さな

い よ うに描か れ て い る一 方 で、 ダ ニエ ル の ク レオパ トラは女王 とし

て の役 割 と母 ・妻 として の役 割 を調 和 させ る こ とがで き ない。 ク レ

オ パ トラ は 「私 は母 を忘 れ て女 王 に な らね ば な らな い。 た とえ 私が

私 で は なか った と して も、 私 は母 で あ るの に」(Ｉ.96-7)と 、 女王 と

して の立場 を優 先 すべ きだ と自 らを説 得 す る。彼 女 は常 に 「女 王 」と

しての 自覚 を 口に し(III.ii.667;V.i.1199)、 「女王 ら しく死 ぬ」(IIII.

1199;V.ii.1662)と 決 意 して い る。 それ に もかか わ らず一 時 の情 熱

に溺 れて 女 王 として の役 割 を見 失 い、 祖 国 を窮 地 に陥 れ た ク レオパ

トラは、 エ ジ プ ト人 か らな るコー ラス に劇 中 で批 判 され る。

そ して今 や ク レオパ トラは

自 ら選 び 、 どうな るか気 に もか け なか った

危 険 な道 を よ く知 っ て い る。

その道 のせ い で ク レオパ トラは堕 落 した の だ。
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29Oxford English Dictionary,

2nd ed.,"common"の6-bに よる

と、 女 性 に 対 して は"harlot"や

"prostitute"と ほ ぼ 同 義 に 用 い ら

れ た 。

30こ の台詞 に見 られるエ リザベ

ス1世 の演説の影響 については、J.

E.Neale,vol.1,366も 参 照。

そ して また彼女 の乱 れ た欲 望 のせ い で

我 らは 自 らの血 とい うつ け を払 わ され るの だ 。

(Cleopatra,I.221-6)

ダニ エ ルの クレオパ トラは、 恋 を政 治 的責 任 に優 先 させ て エ ジ プ

ト臣民 を苦 しめた こ とを責 め られ る。 この作 品 で は忠実 な妻 で あ り

愛 情 深 い母 で あ る こと と、政 治 家 として有 能 で あ る こ とは両 立 しな

い。 ダニエ ルの ク レオパ トラは無 責任 ゆ えに失 敗 した政 治 家で あ り、

この 点 にお いて ダニ エル の 『ク レオパ トラ』は 『アン トニ ウ ス』とは異

な る形 で ヒロイ ン に批 判 の 目を 向 けて い る と言 って よいで あ ろ う。

ク レオパ トラの政治 性 が否定 的 に描 か れ る の は『メ ア リアム』で も

同様 であ る。 『メ ア リア ム』で は ク レオ パ トラ は台詞 で しか登 場 しな

いが、 メ ア リア ムの母 ア レ クサ ン ドラは 、 ア ン トニ ー の妻 にな って

い れ ばメ ア リア ムは ク レオパ トラを押 しの けて栄 光 あ るロー マ の后

妃 となれ た だ ろ う と語 る(I.ii.143-98)。 そ れ に対 して、 政 治 的 野

心 のな い メ ア リア ムは 自分 は ク レオパ トラの よ うに生 き る よ り 「純

粋 な体 」"purest body"(I.ii.201)を 守 りた い と答 え る。 この"purest

body"は 後 の 場 面 で コ ー ラス が 批 判 す る"common body"(III.iii.

143)と 対 置 され る言葉 で あ る。"common"は こ こで は 「淫 ら」とい う

意 味 だ が29、"public"と い う意 味 もあ る。 こ う した 二 重 の 意 味 を考

え る と"common body"は 「公 的 な 肉体 」とい う政 治 的 な 意 味 を も含

ん で お り、女 性 が公 的 で あ る こ とは淫 らで あ る こ と と同義 で あ る。

メ ア リア ム は 「ユ ダヤの 王妃 とい う君 主 で あ るよ りはむ しろ乳 搾 り

女で あ った ほ うが どん な に いい か」"had I rather much a milkmaid

be,/Than be the monarch of Judea's queen"(I.i.57-8)と 語 るが30、

王 妃 とい う公 的地 位 に あ るはず の メア リア ム は、 私 的領 域 に身 を置

くこ とで"common"で あ るこ とを避 け、貞 淑 で あ ろ うとす る。一 方 、

メア リアム と対置 され るク レオパ トラ は生前 「公 的 」で あ るこ とを好

み 、"purest body"を 持 た な い女 として 必然 的 にふ しだ らさ と結 びつ

け られ る。 『メ ア リアム』にお いて 、女 性が 政 治 の表 舞 台 に出 るこ と

は不 適切 な行為 として描 か れ る。

シ ェ イ ク ス ピ ア は こ う した先 行 作 品 よ りも ク レオ パ トラに は る

か に 強 い政 治 性 を賦 与 した。 『ア ン トニ ー とク レオ パ トラ』で も

"
common"は しば しば用 い られ 、 と りわ けオ ク テ ー ヴ ィ ア ス は こ

の単 語 を 否 定 的 に用 い る。 彼 は 民衆 の移 り気 を 呪 う際 に"general

public"「大 衆 」とい う意 味 で"common body"(I.iv.44)と い う言葉 を

用 い、 ア ン トニ ー とク レオパ トラが 自分 た ちの 権 力 を大 衆 に示 す

儀 礼 を行 った こ とに 対 して は 「見 世 物 を や る よ うな公 共 の場 で 」"I'

th' common show-place"(III.vi.12)と 嫌 悪 感 を示 す 。 この 表現 か ら

わか るよ うに、 ク レオパ トラは積極 的 に"common show-place"に 現
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れ る女 性 であ り、前 述 した よ うに わ ざ と人 前で 気 ま ぐれ に振 る舞 っ

て 女王 と して の権 力 を見 せつ ける。 ア ン トニー の死 に際 して、 ク レ

オパ トラは「乳搾 りや雑用 をす る娘 と同 じ無惨 な情 念 に駆 り立て られ 、

私 はも う女王 ではないただの女に なって しまった」"No more but [e'en]

a woman,and commanded/By such poor passion as the maid that

milks/And does the meanest chares"(IV.xv.72-5)と 、上述 した 『メ

ア リアム』の 台詞 に類 似 した表 現 を用 い る31。 この台 詞 は女 王 とい

う公 的立場 へ の執着 を示 す もの で あ り、 ク レオパ トラは乳搾 り女 と

い う私 的存 在 であ る こ とを肯 定 的 に捉 え るメ ア リアム とは逆 の 姿勢

を示 して い る。 シ ェイ クス ピ アは メ ア リアムの 台詞 を全 く異 な る意

味 で ク レオパ トラに言わ せ る こ とに よって それ ぞれ の ヒロイ ンの政

治 的性格 を対 比 させ、 『ア ン トニ ー とクレオパ トラ』と『メア リア ム』

が古 代 の政治 史 にお いて時 間 的 ・地理 的 な連続 性 を有 した 物語 群 で

あ り、前 者 は後者 の一種 の前 日譚 で あ る こ とを示 唆 して い るよ うに

思 わ れ る32。

シェ イ クス ピアの ク レオパ トラは単 に権 力 を有 す るの み な らず、

自 らの女 としての魅 力 でエ ジ プ トを守 ろ う とす る政 治家 と して描 か

れ て お り、 これ はク レオパ トラを妻 ・母 と して の役割 と女 王 と して

の 役割 を調 和 させ られ ず に失 敗 した政 治 家 と して描 いた ダニ エ ル

とは大 き く異 な る。 劇 中 の ロ ー マ人 に とって ク レオパ トラは非 難

すべ き 「淫 らな」(II.i.21)女 にす ぎず 、後 世 の批 評 も官能 性 に目 を

とられ て女 王 と して の側 面 を無 視 す る傾 向が あ ったが(Harrier 63;

Murry 376;and Mills 61)、 近 年 こ う した解 釈 は見 直 しを迫 られ る

よ うにな って い る33。 常 に 自 らを 「女 王」"queen"(I.i.29;Ｉ.iii.24-5)

として 意識 す る クレオパ トラはロー マ との交 渉 に積極 的で あ り、 ア

ン トニ ー には ローマ の使 者 に会 うよ う勧 め(Ｉ.i.48)、 戦 いに は 自 ら

出 陣 し(III.vii)、 使 者 を通 じて オ クテ ー ヴ ィアス と交渉 を試 み(III.

xiii.)、敗戦 後 もエ ジ プ トの存 続 の た め尽 力 す る(V.ii.18-9)。 こ う

した交 渉 は結局 は成功 しない が、 クレオパ トラは女王 と して政務 を

司 る能力 が あ る人 物 として描か れて い る。 ク レオパ トラは恋 に溺 れ

て 政務 を忘 れ るど ころか、形 式 的 に は未 婚 女性 で あ る とい う自 らの

セ クシ ュア リテ ィを政治 にお いて最 大 限 に活 用 す る。女 王 た る彼 女

の恋 は政 治 行為 と して描 かれ 、 ジ ュ リアス ・シ ーザ ー、大 ポ ンペ イ、

アン トニー といっ たロー マ の将 た ち との恋 は一面 で はエ ジ プ トを守

るため の もので もある。 クレオパ トラ は政 治 の ため に最 大 限 に 自 ら

の魅 力 を活用 し、 外交 の場 で は しば しば報 償 として 口づ けを ち らつ

かせ(II.v.29;III.xiii.75)、 そ の魅 力 と雄 弁 で ドラベ ッ ラを圧 倒 し

て情 報 を引 き出す(V.ii.198-206)。 『ア ン トニー とクレオパ トラ』に

おいて 、 ク レオパ トラの政治 家 と して の立場 は恋す る女 と して の立

場 と齟齬 を きたす ので はな く、調 和 す るもの として描 か れ る。

31こ の 類 似 はWeller and

Fergusonも 指摘 してい る(154)。

32「 メア リアム」も「ア ントニ ー

とクレオパ トラ」同 様 『ユ ダヤ 古

代誌 」を種 本 として いる。 この点

につ いて はStraznicky107及 び

Newdigate87-90参 照。

33例 えばLevinは クレオパ トラ

の政治家としての役割を過小評価

しているとしてNyquistを 批判し、

Alfarは劇中でクレオパトラが果た

している女王 としての役割に着目

している(140)。
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34こ の 点 に つ い て は

Tennenhouse146、 佐藤 「クレオ

パ トラと過 去の幻 影j及 び 「『アン

トニー とクレオパ トラ」と「エ リザベ

スー世 への追悼 歌」に詳 しい。

シ ェ イ クス ピ アが ク レオパ トラに強 い政 治性 を賦 与 した こ とは、

執筆 当時の政情 に起因 す る と考 え られ る。ダニエ ルが 『クレオパ トラ』

を執筆 した時代 はエ リザ ベス1世 の 晩年 で あ り、 佐 藤 は老 い た女 王

の政権 へ の不 安が この作 品 に影響 して い る と指 摘 して い る(「サ ミュ

エ ル ・ダニ エル の ク レオパ トラ」)。ク レオパ トラが失敗 した政 治 家

と して 描 かれ て い るの は こ う した 状 況 の反 映 で あ る と考 え られ る。

一方A・ バ ー トンに よる と、1603年 以 降 、 イ ン グラ ン ド国 民 は ジェ

イ ムズ1世 の 治世 に急 速 に幻 滅 し、エ リザ ベ ス1世 の華 や か な治 世

に対 す る郷愁 を抱 くよ うに なっ て いた。 この 時 期 に書 か れ た 『ア ン

トニ ー とク レオパ トラ』はエ リザ ベ ス1世 の 追 悼 と顕 彰 を意識 して

い る と言 われ てお り34、生 前の 女王 の 姿 が ク レオパ トラに重 ね合 わ

されて い る と しば しば指摘 され て い る(Morris;Rinehart;and Muir,

"Eli
zabeth I,Jodelle,and Cleopatra")。 エ リザ ベ ス1世 も政 治 の場 で

未婚 女性 と して の立場 を活 用 して い た女 王 で あ り、 廷 臣た ち をあ た

か も自 らに思 い を寄せ る恋 愛詩 の騎 士 た ち の よ うに扱 うこ とで 女王

と して の力 を示 そ うとす る傾 向が あ った(Greenblatt164-9)。 シ ェ

イ クス ピア にお いて ク レオ パ トラが 強 力 な政治 家 として描 か れ て い

るの は、 エ リザベ ス1世 を懐 か しむ当 時 の風 潮 を反 映 して い る と考

え られ る。

結論

本 論 文 で扱 っ た様 々 な ク レオ パ トラ像 は、 稀 代 の 悪女 か ら愛 に

殉 じ る哀 れな女 性 まで 一定 しない。 多 くに共通 す る特 徴 は、 政治 家

としての クレオパ トラは否定 的 に、 夫 を愛 す る妻 と して の ク レオ パ

トラ は どち らか とい う と肯 定 的 に描 か れ る傾 向が あ る こ とで あ る。

古代 の ク レオパ トラは ロー マに対 す る政 治 的脅 威 で あっ たが 、中世

か らルネ サ ンス にか けて は政 治 色 の薄 い恋 物 語 の ヒロ イ ン とな り、

チ ョー サー の よ うにひた す ら恋す る女 で あ るか 、 ボ ッカチ オ に代 表

され るよ うに淫 らで無 能 な君主 として 批判 され るか で あ った。 ダ ニ

エ ルの よ うに女王 と して の責任 を描 いた作 家 におい て も、愛 の 強 さ

や 美 が称 賛 され る一方 で政 治 的能力 は切 り下 げ られ る。

こ う した中 で登 場 した『ア ン トニ ー とク レオパ トラ』は、 政 治劇 で

もあ り恋愛 劇 で もあ る とい う点 に おい て古 典 古代 の伝 統 と中世 以 来

の 伝統 を融 合 させ てい る。 この作 品 は両 者 の伝 統 を受 け継 ぎつつ 変

化 を加 え、 恋人 で あ りか つ責任 感 あ る政 治家 で もあ る クレオパ トラ

を ヒロイ ンに据 えて い る。 『ア ン トニ ー とク レオ パ トラ』にお いて 、

シ ェ イ ク ス ピ アは先 行 作 品 の様 々 な要 素 を組 み合 わ せ て ク レオパ

トラの気 ま ぐれ さ を強 調 す る こ とに よ り、 愛 に お いて は情熱 的 で あ
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り、 か つ政 治 にお いて は強力 な権 力 をふ る う女性 として の新 しい ク

レオパ トラ像 を作 り上 げた。 シ ェイ クス ピアの ク レオパ トラは長年

に亘 る文 学 的伝 統 の産 物 で あ る一 方、 イ ギ リス ・ル ネ サ ンス の 「ク

レオパ トラ文 学」に新 しい一石 を投 じた作 品で もあっ たの で あ る。
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